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唄
従
業
員
に
よ
り
、
機
能
別
消
防
団

を
設
置
し
て
い
る
事
業
所
。

欝
そ
の
ほ
か
消
防
団
活
動
に
協
力
す

る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
の
消
防
防
災

体
制
の
充
実
強
化
に
寄
与
し
て
い
る

事
業
所
。　

■問 
防
災
課
防
災
班（
緯
内
線
4
5
3
）。

あ
な
た
の
チ
カ
ラ
を
消
防
団
員
に

　
印
西
市
消
防
団
で
は
、
地
元
に
根

付
き
、
防
災
・
減
災
活
動
を
一
緒
に
行

え
る
消
防
団
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
消
防
団
活
動
に
興
味
の
あ
る
人
、

地
域
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
る
人
は
、

左
記
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問 
防
災
課
防
災
班
。

消
防
団
辞
令
を
交
付
し
ま
し
た

　
去
る
、
4
月
　
日
松
山
下
公
園
総

13

合
体
育
館
で
平
成
　
年
度
印
西
市
消

26

防
団
辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
二
期
目
を
迎
え
る
川
上
団
長
は
板

倉
市
長
か
ら
辞
令
を
受
け
た
後
、
新

役
員
1
8
1
人
、
新
入
団
員
　
人
に

22

辞
令
を
交
付
し
ま
し
た
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　
本
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
く

団
員
の
確
保
が
年
々
困
難
に
な
っ
て

い
ま
す
。

印
西
市
消
防
団
協
力
事
業
所

　
　
　
表
示
制
度
を
ス
タ
ー
ト

　
市
で
は
、
消
防
団
を
中
核
と
し
た

地
域
消
防
防
災
力
の
一
層
の
強
化
を

目
的
と
し
て
、
消
防
団
員
の
確
保
な

ど
に
積
極
的
に
協
力
す
る
事
業
所
で

あ
る
こ
と
を
示
す
「
印
西
市
消
防
団

協
力
事
業
所
表
示
制
度
」
を
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　
こ
の
制
度
は
、
次
の
臼
～
欝
の
い

ず
れ
か
の
認
定
基
準
を
満
た
す
市
内

の
事
業
所
に
「
消
防
団
協
力
事
業
所

表
示
証
（
左
図
）」
を
交
付
す
る
も

の
で
、
事
業
所
に
掲
示
す
る
ほ
か
、

ロ
ゴ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
従
業
員
の

名
刺
な
ど
に
も
掲
載
で
き
る
こ
と
か

ら
事
業
所
の
社
会
貢
献
が
広
く
認
め

ら
れ
、
信
頼
性
向
上
や
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　
消
防
団
の
活
動
に
ご
協
力
を
い
た

だ
け
る
事
業
所
の
み
な
さ
ま
は
防
災

課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
認
定
基
準
】

臼
従
業
員
が
消
防
団
員
と
し
て
、
相

当
数
入
団
し
て
い
る
事
業
所
。

渦
従
業
員
の
消
防
団
活
動
に
つ
い
て

積
極
的
に
配
慮
し
て
い
る
事
業
所
。

嘘
災
害
時
に
事
業
所
の
資
機
材
な
ど

を
消
防
団
に
提
供
す
る
な
ど
の
協
力

を
し
て
い
る
事
業
所
。

消
防
団
と
は

　「
自
分
た
ち
の
ま
ち
は
自
分
た
ち

で
守
る
」
と
い
う
郷
土
愛
護
の
精
神

で
集
ま
り
、
構
成
さ
れ
た
市
町
村
の

消
防
機
関
で
す
。

　
消
防
団
は
、常
備
消
防
と
し
て
消

防
署
に
勤
務
す
る
消
防
職
員
と
は
異

な
り
、火
災
や
災
害
が
発
生
し
た
際

に
は
自
宅
や
職
場
か
ら
現
場
へ
駆
け

つ
け
、消
火
活
動
や
避
難
誘
導
な
ど

を
行
う
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
的
な

存
在
で
す
。団
員
の
多
く
は
会
社
に

勤
め
な
が
ら
、
ま
た
子
育
て
を
し
な

が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
員
の
不
足
が
問
題
に

　
近
年
、
地
震
や
風
水
害
な
ど
の
自

然
災
害
が
多
発
し
て
お
り
、
大
規
模

な
災
害
で
は
常
備
消
防
の
み
で
は
限

界
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
地
域
の
住
民
な

ど
で
構
成
さ
れ
、
地
域
の
実
情
を
知

る
消
防
団
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す

が
、
社
会
環
境
の
変
化
、
住
民
の
連

帯
意
識
の
希
薄
化
や
地
域
に
お
け
る

若
年
層
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
全
国

的
に
消
防
団
員
の
不
足
が
問
題
と

の
負
担
額
3
億
円
部
分
に
つ
い
て
、

運
賃
を
回
復
す
る
と
い
う
も
の
で
し

た
。
　
市
は「
利
用
者
負
担
を
考
え
れ
ば

受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

通
学
定
期
を
含
め
全
券
種
の
現
状
維

持
を
求
め
て
い
き
た
い
」と
考
え
て

い
ま
し
た
。そ
の

後
、森
田
千
葉
県

知
事
と
花
田
京
成

電
鉄
㈱
会
長
に
よ

る
協
議
に
お
い
て
、

通
学
定
期
運
賃
の

　
年
間
据
え
置
き

10が
確
認
さ
れ
、4

月
　
日
に
協
議
の

17
中
で
最
終
案
と
し

て
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

■問 
企
画
政
策
課
交

通
政
策
室（
緯
内

線
4
7
5
・
4
7

6
）。

胸運賃値下げ率の比較（参考）胸
平　均通学定期通勤定期定期外
4.6昏25昏1.1昏4.9昏現行
3.4昏25昏0.6昏2.7昏平成27年度以降

人口
男
女
世帯
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……
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人
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（
（
（
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＋４９２
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）
）
）
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ま
た
、
辞
令
交
付
式
後
は
、
同
会

場
で
新
入
団
員
の
基
本
動
作
習
得
を

目
的
と
し
た
規
律
訓
練
が
、
消
防
職

員
の
指
導
の
も
と
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
　
年
度
の
印
西
市
消
防
団
幹

26

部
は
、
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
）。

▼
団
長
…
川
上
賢
二
▼
副
団
長
…
宮

本
浩
（
第
1
方
面
隊
長
）、
岩
﨑
茂
行

（
第
2
方
面
隊
長
）、
冨
井
庄
一（
第
3

方
面
隊
長
）、
石
川
太
已
（
第
4
方
面

隊
長
）
▼
本
部
付
分
団
長
…
井
原
謙

一
、
川
村
政
人
、
篠
田
秀
明
、
鈴
木
正

裕
、
酒
井
重
利
、
海
老
原
勝
治
、
齊
藤

利
裕
、
宮
澤
徳
昭
、
柴
倉
良
男
、
渡
邊

勇
、
櫻
井
一
雄
、
颯
佐
直
也
、
五
十
嵐

淳
、
森
田
伊
和
▼
第
1
分
団
分
団
長

…
古
川
篤
史
▼
第
2
分
団
分
団
長
…

石
川
明
▼
第
3
分
団
分
団
長
…
田
口

貴
光
▼
第
4
分
団
分
団
長
…
中
嶋
稔

▼
第
5
分
団
分
団
長
…
鈴
木
和
磨
▼

第
6
分
団
分
団
長
…
酒
井
利
彦
▼
第

7
分
団
分
団
長
…
山
﨑
徹
▼
第
8
分

団
分
団
長
…
松
田
良
平
▼
第
9
分
団

分
団
長
…
正
木
剛
▼
第
　
分
団
分
団

10

長
…
石
橋
和
久
▼
第
　
分
団
分
団
長

11

…
篠
田
隆
巳
▼
第
　
分
団
分
団
長
…

12

大
野
和
也
▼
第
　
分
団
分
団
長
…
椎

13

名
隆
範
▼
第
　
分
団
分
団
長
…
青
柳

14

潤
。

■問 
防
災
課
防
災
班
。

 住
民
の
安
全
と
ま
ち
の
防
災
力
強
化
へ
向
け
て

消
防
団
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力

  消
防
団
の
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
をを

　去る、4月9日に一般財
団法人藤本武弘育英会か
ら市内全ての中学校へ教
材・図書・楽器備品の寄贈
がありました。これは同財
団の事業活動として行わ
れたもので、寄贈された備
品は、各中学校で教育活動
の充実のために役立てて
まいります。
葛印西中学校…ハーモ
ニーディレクターなど葛船穂中学校…バスクラリネットなど葛
木刈中学校…クラリネットなど葛小林中学校…学校図書など葛
原山中学校…トロンボーンなど葛西の原中学校…マリンバ葛印
旛中学校…クラリネットなど葛本埜中学校…トランペットなど
葛滝野中学校…シロフォン音板セットなど。
■問 学務課学務班（緯内線522）。

 (一財) 藤本武弘育英会が教育用備品を寄贈平 平
成成
　
年
度
以
降
も
北
総
線

年
度
以
降
も
北
総
線
のの

2727
「
通
学
定
期
運
賃
」が
現
状
維
持
さ
れ
ま

　
　「
通
学
定
期
運
賃
」が
現
状
維
持
さ
れ
ま
すす

▲藤本理事長（中央）より板倉市長
（左）と大木教育長（右）に目録が手渡
されました

▲ ハート型は地域を思
う心を表現しています

　印  　 西 　  市
平成26年4月表示

▲ 消防職員より放水姿勢の指導を
受ける消防団員

第24回千葉県ラグビーまつりin印第24回千葉県ラグビーまつりin印西西

迫力あるプレーが観戦できま迫力あるプレーが観戦できますす

　今年も「千葉県ラグビーまつりin印西」が松山下公園
陸上競技場（浦部）で開催されます。今年のメインカー
ドは、関東大学リーグ戦１部に所属する「流通経済大学」
対「法政大学」（午後２時キックオフ予定）です。そのほ
かクラブチームやラグビースクール、女子15人制の試合
が行われます。
■時 ６月１４日臥・午前10時30分～。
■費 入場無料。※詳細は市ホームページを参照。
■問 スポーツ振興課振興班（緯碓42 8417）。

　
市
で
は「
北
総
線
運
賃
値
下
げ
支

援
補
助
金
」に
つ
い
て
、合
意
期
間

が
終
了
す
る
平
成
　
年
度
以
降
は
補

27

助
金
の
支
出
を
行
わ
な
い
方
針
を
決

定
し
、そ
の
こ
と
に
よ
り
運
賃
が
値

下
げ
前
に
戻
る
こ
と
が
無
い
よ
う
、

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、4
月
　
日
に
開
催
さ
れ

17

た「
北
総
鉄
道
の
運
賃
問
題
に
関
す

る
協
議
」に
お
い
て
、北
総
鉄
道
珂

か
ら「
通
学
定
期
運
賃
」を
平
成
　36

年
度
ま
で
据
え
置
く
こ
と
が
提
案
さ

れ
、そ
の
後
、北
総
鉄
道
㈱
は
記
者

会
見
を
行
い
、運
賃
に
つ
い
て
の
発

表
を
行
う
と
と
も
に
同
社
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
そ
の
旨
を
公
表
し
ま
し
た
。

【
こ
れ
ま
で
の
経
緯
】

　
4
月
　
日
に
千
葉
県
主
催
の
協
議

10

に
お
い
て
、北
総
鉄
道
㈱
か
ら
、北

総
線
現
行
運
賃
値
下
げ
運
賃
の
一
部

回
復
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
、自
治

体
か
ら
の
補
助
金
が
な
い
こ
と
が
明

ら
か
と
な
っ
た
た
め
、自
治
体
か
ら



■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

印西市役所緯碓42 5111　■ＨＰ http://www.city.inzai.lg.jp/

凡
例

印
旛
郡
市
職
員
採
用
共
同
試
験

　
平
成
　
年
度
市
職
員
採
用
上
級
試

26

験
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

■時 
7
月
　
日
蚊
。

27

■場 
東
京
学
館
高
等
学
校（
酒
々
井
町
）。

胸
募
集
職
種
な
ど
…
下
表
を
参
照
。

■申 
6
月
3
日
峨
～
　
日
画
（
当
日
消

20

印
有
効
）
ま
で
に
申
込
書
を
左
記
窓

口
ま
で
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
申
込
書
は
、
5
月
　
日
我
か
ら
総

21

務
課
、
印
旛
支
所
・
本
埜
支
所
市
民

サ
ー
ビ
ス
課
、
各
公
民
館
、
出
張
所

の
窓
口
で
配
布
予
定
。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
〒
2
7
0

―
1
3
9
6
印
西
市
大
森
2
3
6
4

―
2
緯
内
線
4
3
2
～
4
3
4
）。

■申 
5
月
　
日
牙
～
　
日
画
ま
で
に
電

15

30

話
ま
た
は
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

※
受
け
付
け
午
前
9
時
～
午
後
5
時
。

■問 
中
央
公
民
館
。

 バ
ラ
ッ
パ
ま
ん
じ
ゅ
う
講
習
会

　
素
朴
な
バ
ラ
ッ
パ
ま
ん
じ
ゅ
う
を

作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時 
6
月
9
日
俄
・
午
前
　
時
～
正
午
。

10

■場 
永
治
プ
ラ
ザ
（
浦
部
）。

噛
講
師
…
山
﨑
一
枝
氏
。

■定 
　
人
。

10
■費 
5
0
0
円
（
材
料
費
）。

■他 
三
角
き
ん
、
エ
プ
ロ
ン
持
参
。

■申 
電
話
で
左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
永
治
プ
ラ
ザ
（
緯
碓42 
1
1
0
1
）。

「
ア
ジ
サ
イ
の
季
節
に
松
虫
姫
伝
説

と
印
旛
沼
の
絶
景
に
出
会
ウ
ォ
ー
ク
」

　
奈
良
時
代
に
、
都
か
ら
は
る
ば
る

こ
の
地
に
や
っ
て
き
た
姫
様
の
伝
説

に
ち
な
ん
で
印
旛
地
区
を
歩
き
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
松
虫
寺
や
野
山
に
咲
く

ア
ジ
サ
イ
を
 愛
 で
な
が
ら
印
旛
沼
の

め

絶
景
も
眺
望
し
ま
す
。

■時 
6
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
（
受

15

10

け
付
け
9
時
　
分
～
）。

30

※
A
コ
ー
ス
は
午
後
3
時
　
分
解
散
、

30

B
コ
ー
ス
は
2
時
　
分
解
散
。

40

■場 
印
旛
支
所
（
美
瀬
）
に
集
合
。

■内 
【
A
コ
ー
ス
】
印
旛
支
所
→
松

虫
姫
公
園
→
松
虫
寺
→
杉
自
塚
→
印

旛
公
民
館
（
昼
食
）
→
市
井
橋
・
山

田
橋
→
願
定
院
→
瀬
戸
宗
像
神
社
→

徳
性
院
→
印
旛
支
所
（
約
　
娃
）。

11

【
B
コ
ー
ス
】
A
コ
ー
ス
中
の
市
井

橋
・
山
田
橋
を
渡
ら
な
い
コ
ー
ス
。

（
約
8
娃
）。

※
雨
天
時
は
い
ず
れ
の
コ
ー
ス
も
変

平成２６年（２０１４）５月１５日号（２）

講
座
・
催
し

　
出
演
者
…
ロ
ボ
ッ
ト
の
ぞ
み
、
T

a
k
u
＆
A
G
、
エ
グ
ス
プ
ロ
ー

ジ
ョ
ン
×
ひ
と
り
で
で
き
る
も
ん
。

■時 
6
月
　
日
蚊
・
午
後
3
時
　
分
開

29

30

演
（
開
場
3
時
～
）。

■費 
一
般
2
街
5
0
0
円
、子
ど
も（
高

校
生
ま
で
）1
街
5
0
0
円（
全
席
指

定
）。

※
当
日
券
は
プ
ラ
ス
5
0
0
円
。

※
障
害
者
割
引
は
各
料
金
よ
り
5
0

0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
確
認
が
必
要
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
文
化
ホ
ー
ル
で
販

売
お
よ
び
電
話
予
約
受
付
中
。
イ
―

プ
ラ
ス
■ＨＰ h

ttp
://e
p
lu
s.jp
/

か

ら
も
購
入
で
き
ま
す
。

　
今
年
は
笑
点
の
司
会
で
お
な
じ
み

桂
歌
丸
師
匠
を
お
迎
え
し
ま
す
。

　
歌
丸
独
演
会
を
ぜ
ひ
お
楽
し
み
く

だ
さ
い
。

■時 
7
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
開
演

12

（
開
場
1
時
　
分
～
）。

30

■費 
一
般
3
街
5
0
0
円
、
高
校
生
以

下
2
街
5
0
0
円
（
全
席
指
定
）。

※
シ
ル
バ
ー
割
引
（
　
歳
以
上
）・

65

障
害
者
割
引
は
料
金
よ
り
5
0
0
円

引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、
障
害

者
手
帳
な
ど
の
確
認
が
必
要
。

※
未
就
学
児
の
入
場
は
不
可
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売
中
。
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電

話
予
約
受
付
中
。

　
薗
田
憲
一
と
デ
キ
シ
ー
・
キ
ン
グ

ス
に
ヴ
ォ
ー
カ
リ
ス
ト
の
F
U
M
I

K
A
を
迎
え
、
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
楽
し
め
る
ジ
ャ
ズ
を
提
供
し
ま
す
。

■時 
8
月
2
日
臥
臼
子
ど
も
向
け
・
午

後
1
時
　
分
開
演
（
開
場
午
後
1
時

30

～
）
渦
大
人
向
け
・
午
後
3
時
　
分
30

開
演
（
開
場
午
後
3
時
～
）。

■費 
臼
一
般
1
街
5
0
0
円
、
子
ど
も

（
中
学
生
ま
で
）
5
0
0
円
、
渦
一
般

2
街
0
0
0
円
。

※
全
席
指
定
・
発
売
初
日
は
お
一
人

様
6
枚
ま
で
。

※
大
人
向
け
は
高
校
生
以
上
が
入
場

可
（
中
学
生
以
下
は
入
場
不
可
）。

※
当
日
券
は
プ
ラ
ス
5
0
0
円
。

※
障
害
者
割
引
は
一
般
料
金
よ
り
5

0
0
円
引
き
。
チ
ケ
ッ
ト
購
入
の
際
、

障
害
者
手
帳
な
ど
の
確
認
が
必
要
。

※
チ
ケ
ッ
ト
は
、
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
5
月
　
日
臥
・
午
前
9
時
か
ら
発

31

売
。
残
券
が
あ
る
場
合
は
、
6
月
3

日
峨
か
ら
文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
電
話

受
付
開
始
。

7/12
（土）

い
ん
ざ
い
寄
席
　「
桂
歌
丸
独
演
会
」

6/29
（日）

I
N
Z
A
I
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
フ
ェ
ス
タ

8/2
（土）

デ
キ
シ
ー
ラ
ン
ド
・
ジ
ャ
ズ
「
薗
田
憲
一
と
デ
キ

シ
ー
・
キ
ン
グ
ス
w
i
t
h
 F
U
M
I
K
A
」

文化ホール
中央駅前地域交流館

小林公民館
そうふけ公民館
印旛公民館
本埜公民館

プレイガイド

■問 文化ホール
（緯碓４２ ８８１１）

※
各
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
で
売
り
切

れ
の
際
は
、
文
化
ホ
ー
ル
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
電
話
予
約
の
受
け
付
け
は
、

文
化
ホ
ー
ル
の
み
で
す
。

更
す
る
場
合
あ
り
。

■対 
一
般
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）。

■定 
各
コ
ー
ス
合
わ
せ
て
　
人
。

50

■費 
一
人
3
0
0
円
（
資
料
代
、
保
険

代
な
ど
、
中
学
生
以
下
無
料
）。

■他 
歩
き
や
す
い
服
装
と
靴
で
、
飲
み

物
、
昼
食
、
敷
物
、
雨
具
な
ど
持
参
。

■申 
6
月
9
日
俄
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
選
択
コ
ー
ス
を

記
入
し
、
F
A
X
ま
た
は
メ
ー
ル
で

左
記
へ
。（
先
着
順
）。

■問 
宿
城
（
緯
／
胃
碓42 
4
4
4
2
※
午

後
7
時
～
9
時
・
■メール in
zaifu

ru
sa

to
@
y
ah
o
o
.co
.jp

）。

ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

　
保
存
年
限
の
過
ぎ
た
雑
誌
・
除
籍

と
な
っ
た
図
書
を
一
人
各
5
冊
程
度

お
持
ち
帰
り
い
た
だ
け
ま
す
。

■時 
6
月
7
日
臥
・
午
前
9
時
～
午
後

4
時
　
分
、
8
日
蚊
・
午
前
9
時
～

30

午
後
4
時
。

■場 
小
倉
台
図
書
館
。

■問 
小
倉
台
図
書
館
（
緯
碓47 
5
5
1

1
）。

第
　
回
脳
卒
中
市
民
公
開
講
座

13
『
脳
卒
中
と
認
知
症
』

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
後
2
時
　
分
～
 

31

30

4
時
。 

■場 
日
本
医
科
大
学
看
護
専
門
学
校
講

堂
（
鎌
苅
）。

噛
講
師
…
寺
山
靖
夫
氏
（
岩
手
医
科

大
学
内
科
学
講
座
神
経
内
科
・
老
年

科
分
野
教
授
）。　

■費 
無
料
。

■申 
不
要
。

■問 
日
本
医
科
大
学
千
葉
北
総
病
院
脳

神
経
外
科
（
緯
碓99 
1
1
1
1
）。

東
京
電
機
大
学
の
学
生
に
よ
る

「
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
」

　
マ
イ
ペ
ー
ス
パ
ソ
コ
ン
塾
は
、
自

由
参
加
型
で
好
き
な
と
き
に
入
退
室

で
き
、
個
々
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
課

題
に
対
し
て
先
生
（
学
生
）
達
が
相

談
に
の
っ
て
く
れ
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン

の
持
ち
込
み
も
可
能
で
す
。

■時 
5
月
　
日
臥
、　
日
臥
、
6
月
　

24

31

14

日
臥
、
7
月
5
日
臥
、　
日
臥
・
い

12

ず
れ
も
午
前
　
時
～
正
午
、
午
後
1

10

時
～
4
時
。

■場 
中
央
公
民
館
（
大
森
）。

■定 
　
人
。

20
■費 
無
料
。

■申 
当
日
会
場
で
（
先
着
順
）。

※
満
席
の
場
合
は
、
先
に
入
場
し
て

い
る
人
の
退
出
を
お
待
ち
い
た
だ
き

ま
す
。

■問 
中
央
公
民
館
（
緯
碓42 
2
9
1
1
）。

キ
ャ
ン
プ
用
品
利
用
者
講
習
会

　
中
央
公
民
館
で
は
、
本
講
習
を
受

講
さ
れ
た
人
に
キ
ャ
ン
プ
用
品
の
貸

し
出
し
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

■時 
6
月
7
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

30

正
午
。

※
雨
天
時
は
屋
内
で
実
施
予
定
。

■場 
印
旛
公
民
館
（
瀬
戸
）。

■内 
同
館
所
有
の
三
角
型
テ
ン
ト
の
張

り
方
を
学
び
ま
す
。

■定 
　
人
。

10
■費 
無
料
。

■他 
軍
手
、
水
筒
、
筆
記
用
具
、
う
わ

ば
き
（
雨
天
時
）
を
持
参
。

　去る、3月24日に印西市小林字
馬場に所在する道作1号墳、4号墳、
5号墳が、市の指定文化財（史跡）と
なりました。
　道作古墳群は、印旛地域を代表
する重要な古墳群の一つであり、
以前より、市教育委員会では、古墳
群の様相を解明するために測量調
査や確認調査を実施して、古墳の
保全を図ってきました。
■問 生涯学習課文化班（緯内線545）。

 新
た
に
市
指
定
文
化
財
（
史
跡
）
が
追
加
さ
れ
ま
し
た

胸平成26年度市職員募集職種胸

個別事項受験資格募集
人員職種

【一般行政上級】別枠で、身
体障害者手帳の交付を受
け、その障害の程度が1級
から6級までの人で、自力
により通勤ができ、職務の
遂行に介護者を必要とせ
ず、活字印刷文の出題に対
応できる人。

昭和54年4月2日から平成
5年4月1日までに生まれた人
（学歴は問いません）。
または、平成5年4月2日以降
に生まれた人で、学校教育法に
基づく大学（短期大学を除く）
を卒業した人（平成27年3月
までに卒業する見込みの人を
含む）。

15人
程度一般行政上級

若干名土木上級
技
術
職

若干名建築上級

今後指定地は、広場として整備今後指定地は、広場として整備しし
一般に公開していく予定で一般に公開していく予定ですす

胸
お
詫
び
と
訂
正
胸

　
広
報
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　
4
月
　
日
号
1
面
「
庁
内
人
事
」
…
（
正
）【
参
事
級
】
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

15

局
長
・
総
務
部
参
事
併
任
…
五
十
嵐
理
（
教
育
部
参
事
）。

■問 
総
務
課
人
事
職
員
班
（
緯
内
線
4
3
2
）。

　
5
月
1
日
号
2
面
「
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
概
要
」
…
（
正
）「
公
務

員
の
み
な
さ
ん
へ
」
は
「
※
申
請
・
支
給
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
現
在
準
備
中
で

す
」
の
次
に
来
ま
す
。

■問 
社
会
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付
・
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
班（
緯
内
線
2
0
9
）。

　
5
月
1
日
号
7
面
「
有
害
鳥
獣
（
鳥
）
捕
獲
を
実
施
し
ま
す
」
…
（
正
）【
期
間
】

平
成
　
年
3
月
　
日
ま
で
。

27

31

■問 
農
政
課
農
政
班
（
緯
内
線
3
7
2
）。

募
集
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■時 
日
時
　
■場 
会
場
　
■内 
内
容
　
■対 
対
象
　
■定 
定
員
　
■費 
参
加
費
　
■申 
申
し
込
み
　
■問 
問
い
合
わ
せ
　
■ＨＰ 
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
■メール 
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
　
■他 
そ
の
ほ
か
　
■携 
携
帯
電
話

凡
例

機
械
式
立
体
駐
車
場
で
の

　
　
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　
機
械
式
立
体
駐
車
場
で
、
利
用
者

が
機
械
に
挟
ま
れ
る
重
大
な
事
故
が

発
生
し
て
い
ま
す
。
機
械
式
立
体
駐

車
場
で
の
事
故
を
防
ぐ
に
は
、
製
造

者
、
設
置
者
お
よ
び
管
理
者
に
よ
る

駐
車
装
置
の
安
全
性
の
確
保
の
ほ
か
、

利
用
者
が
駐
車
装
置
を
操
作
す
る
際

に
ま
ず
装
置
の
中
に
人
が
い
な
い
こ

と
を
確
認
す
る
な
ど
、
十
分
に
注
意

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

※
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
。

■問 
【
消
費
者
庁
消
費
者
安
全
課
】（
緯

0
3
―
3
5
0
7
―
9
2
0
1
）、

【
国
土
交
通
省
都
市
局
街
路
交
通
施

設
課
】（
緯
0
3
―
5
2
5
3
―
8

4
1
6
）、　
立
体
駐
車
場
工
業
会

（公社）

（
緯
0
3
―
5
5
4
2
―
0
7
3

3
）。

　
印
旛
沼
環
境
基
金
助
成
事
業

（公財）の
助
成
金
交
付
団
体
募
集

　
印
旛
沼
環
境
基
金
で
は
、
平
成
　26

年
度
中
に
、
印
旛
沼
の
環
境
保
全
の

た
め
の
活
動
を
す
る
団
体
な
ど
に
対

し
て
、
予
算
の
範
囲
内
で
次
の
と
お

り
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

胸
助
成
金
額
…
1
団
体
上
限
　
万
円

20

（
小
学
校
、
中
学
校
お
よ
び
高
等
学

校
に
つ
い
て
は
上
限
　
万
円
）。

10

※
小
・
中
・
高
校
以
外
の
団
体
は
、
助

成
対
象
事
業
費
の
3
分
の
2
以
内
を

助
成
。

■申 
6
月
6
日
画
（
当
日
消
印
有
効
）

ま
で
に
申
請
書
類
（
当
基
金
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
左
記
窓
口
に
て

配
布
）
に
必
要
事
項
を
記
入
し
左
記

へ
郵
送
ま
た
は
持
参
。

※
詳
し
く
左
記
へ
。

■問 
　
印
旛
沼
環
境
基
金
（
〒
2
8
5

（公財）
―
8
5
3
3
佐
倉
市
宮
小
路
町
1
2

番
地
・
緯
0
4
3
―
4
8
5
―
0
3

9
7
・
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.i-k
o
u

ik
i.co
m
/im
b
an
u
m
a/

）。

■問 
議
会
事
務
局
（
■ＨＰ h

ttp
://w

w
w
.city

.in
zai.lg

.jp
/

）。

請
願
（
陳
情
）
の
提
出
期
限

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

26

に
か
け
る
請
願
・
陳
情
の
提
出
期
限

は
、
5
月
　
日
我
の
正
午
で
す
。　

28

　
な
お
、
提
出
す
る
場
合
は
事
前
に

左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
。

「
い
ん
ざ
い
市
議
会
だ
よ
り
」
の

1
面
に
掲
載
す
る
写
真
を
募
集

胸
題
材
…
市
内
の
四
季
折
々
の
風
景
。

■対 
市
内
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
の

人
。

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は

は
、
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
5
）。

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

（
食
料
品
の
寄
付
）
へ
の
ご
協
力

　「
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
」
と
は
、
家
庭

や
企
業
で
余
っ
て
い
る
食
品
な
ど
を

寄
付
し
て
も
ら
い
、
福
祉
施
設
や
団

体
、
生
活
困
窮
者
へ
無
償
で
提
供
す

る
活
動
で
す
。

　
な
お
、
前
回
の
募
集
期
間
で
の
市

の
寄
贈
量
は
約
1
2
4
茜
で
し
た
。

【
期
間
】
6
月
　
日
俄
ま
で
（
日
曜

30

日
、
祝
日
は
除
く
）
の
午
前
9
時
～

午
後
5
時
。

■場 
印
西
市
社
会
福
祉
協
議
会
（
竹

袋
）。

胸
寄
付
し
て
も
ら
い
た
い
食
品
…
米
、

パ
ス
タ
、
乾
物
、
保
存
食
品
、
フ

リ
ー
ズ
ド
ラ
イ
食
品
、
イ
ン
ス
タ
ン

ト
食
品
、
レ
ト
ル
ト
食
品
、
飲
料
な

ど
常
温
保
存
可
能
で
賞
味
期
限
が
一

カ
月
以
上
あ
る
も
の
。

■問 
フ
ー
ド
バ
ン
ク
ち
ば
（
緯
0
4
3

―
3
7
5
―
6
8
0
4
）、
市
社
会

福
祉
協
議
会
（
緯
碓42 
0
2
9
4
）。

ツ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　
前
期
は
「
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
」、「
ワ
ン
バ
ウ
ン
ド
ふ
ら
ば
ー

る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
」
を
紹
介
し
ま
す
。

　
と
て
も
楽
し
い
ス
ポ
ー
ツ
な
の
で
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時 
5
月
　
日
画
、　
日
画
、
6
月
6

23

30

日
画
、　
日
画
、　
日
画
・
い
ず
れ

13

20

も
午
後
7
時
～
9
時
。

■場 
い
に
は
野
小
体
育
館
（
5
月
　
日
、

23

　
日
）、
原
小
体
育
館
（
6
月
6
日
、

30　
日
、　
日
）。

13

20

■対 
小
学
1
年
生
以
上
（
保
護
者
同

伴
）。

■費 
無
料
。

■他 
運
動
の
で
き
る
服
装
で
体
育
館

シ
ュ
ー
ズ
、
着
替
え
、
飲
み
物
な
ど

を
持
参
。

■申 
当
日
会
場
で
。

※
参
加
人
数
に
よ
り
開
催
で
き
な
い

種
目
も
あ
り
ま
す
。

■問 
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
振
興
班
（
緯
碓42 

8
4
1
7
）。

傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

26

の
会
期
は
6
月
5
日
牙
～
　
日
画
の

27

予
定
で
す
。
な
お
、
会
期
中
に
休
会

日
が
あ
る
の
で
、
開
催
日
に
つ
い
て

は
、
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
議
会
事
務
局
（
緯
内
線
6
0
7
）。

一
般
質
問
が
閲
覧
で
き
ま
す

　
平
成
　
年
第
2
回
市
議
会
定
例
会

26

で
予
定
さ
れ
て
い
る
一
般
質
問
（
個

人
）
の
内
容
が
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

左
記
窓
口
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

胸
閲
覧
開
始
日
…
6
月
4
日
我
を
予

定
（
予
定
日
は
前
後
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
）。

胸
閲
覧
場
所
…
▼
行
政
資
料
コ
ー

ナ
ー
（
市
役
所
1
階
）
▼
印
旛
支
所
・

本
埜
支
所
▼
各
図
書
館
。

む
）
を
実
施
し
ま
す
。

■時 
6
月
　
日
峨
、
7
月
　
日
峨
、
8

17

15

月
　
日
峨
・
い
ず
れ
も
午
前
9
時
　

19

30

分
～
　
時
　
分
（
全
3
回
）。

11

30

■場 
中
央
駅
前
地
域
交
流
館
（
中
央

南
）。

噛
講
師
…
土
屋
徹
氏
（
フ
リ
ー
ラ
ン

ス
ナ
ー
ス
＆
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
・
 O
f
f
i
c
e
 夢
風
舎
）。

オ

フ

ィ

ス

■費 
無
料
。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
連
絡
協
議
会

で
は
、
昨
年
に
続
き
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

 集合住宅で生ごみの共同処理　
　　　　　　　　　　大型生ごみ処理機実証実験

（３）平成２６年（２０１４）５月１５日号

ミ
ニ
・
ガ
イ
ド

■場 
千
葉
北
総
教
会
（
草
深
1
1
3
9

―
7
）。

■内 
米
国
人
講
師
率
い
る
ク
ワ
イ
ヤ
ー

が
メ
ン
バ
ー
募
集
の
た
め
に
開
催
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
。

■問 
 土
生
 （
■携 
0
9
0
―
7
9
8
9
―

ハ

ブ

4
4
7
9
・
■メール k

e
ik
o
.h
ab
u
.lu

ck
y
7
7
7
@
d
o
co
m
o
.n
e
.jp

）。

怯
印
旛
沼
公
園
・
師
戸
城
歴
史

セ
ミ
ナ
ー

■時 
5
月
　
日
蚊
・
午
前
　
時
～
正
午
。

25

10

■場 
千
葉
県
立
印
旛
沼
公
園
駐
車
場

（
師
戸
）
集
合
。

■内 
集
合
講
義
、
園
内
案
内
。

■対 
　
歳
以
上
。

18
■費 
5
0
0
円
。

■問 
珂
塚
原
緑
地
研
究
所
・
木
村
（
緯

0
4
3
―
2
7
9
―
8
0
0
5
）。

怯
健
康
体
操
無
料
体
験
会

　
音
楽
に
合
わ
せ
て
動
き
ま
し
ょ
う
。

■時 
5
月
　
日
我
・
午
後
1
時
　
分
～

28

15

2
時
　
分
。

45

■場 
松
山
下
運
動
公
園
体
育
館
多
目
的

室
（
浦
部
）。

■対 
成
人
。

■問 
櫻
井
（
■携 
0
9
0
―
2
5
2
7
―

3
9
4
5
）。

怯
亀
成
川
流
域
の
里
山
散
策
シ

リ
ー
ズ
「
第
9
回
初
夏
の
里
山

を
楽
し
も
う
」

■時 
6
月
7
日
臥
・
午
前
9
時
　
分
～

30

正
午
（
雨
天
中
止
）。

■場 
牧
の
原
公
園
多
目
的
広
場
北
側
駐

車
場
集
合
。

■定 
　
人
。

30
■費 
2
0
0
円
（
保
険
料
な
ど
）。

※
中
学
生
以
下
無
料
。

■他 
飲
み
物
、
虫
取
り
網
、
虫
眼
鏡
、

双
眼
鏡
を
持
参
。

■申 
6
月
6
日
画
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で

左
記
ま
で
（
先
着
順
）。

■問 
亀
成
川
を
愛
す
る
会
事
務
局
（
■携 

0
8
0
―
3
5
9
4
―
6
2
6
7
・

■メール k
am
e
n
arilo

v
e
@
y
ah
o
o
.

co
.jp

）。

怯
水
墨
画
・
は
ぎ
の
会
会
員
募
集

　
親
切
な
指
導
の
下
、
墨
一
色
で
水

墨
画
を
書
き
ま
せ
ん
か
。

■時 
第
一
、
三
木
曜
日
・
午
後
1
時
　30

分
～
3
時
　
分
。

30

■場 
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
高
花
）。

■問 
石
部
（
緯
碓42 
8
2
5
7
）。

※
電
話
は
午
後
6
時
以
降
。

怯
公
開
講
座
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン

さ
ん
こ
ん
に
ち
は

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
後
1
時
　
分
～

31

30

3
時
。

■場 
東
京
基
督
教
大
学
チ
ャ
ペ
ル
（
内

野
）。

■内 
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
と
歌
。

サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ほ
か
。

■費 
無
料
。

■申 
直
接
会
場
へ
。

■問 
東
京
基
督
教
大
学
教
会
音
楽
ア
カ

デ
ミ
ー
（
緯
碓46 
1
1
3
1
）。

怯
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
混
声
合

唱
団
第
　
回
定
期
講
演
会

12

■時 
6
月
1
日
蚊
・
午
後
1
時
　
分
～

30

（
開
場
1
時
～
）。

■場 
白
井
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
。

■費 
1
街
5
0
0
円
。

※
詳
し
く
は
左
記
へ
。

■問 
西
脇
（
緯
0
7
0
―
5
5
6
8
―

2
1
9
6
）。

怯
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校

見
学
会

■時 
6
月
2
日
俄
、
3
日
峨
・
い
ず
れ

も
午
前
9
時
　
分
～
　
時
　
分
。

15

11

50

■場 
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
。

■内 
学
校
概
要
説
明
、
授
業
参
観
、
施

設
見
学
。

■申 
事
前
に
左
記
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

■問 
県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
・
飯

國
（
緯
0
4
―
7
1
8
7
―
0
8
3

1
）。

怯
ゴ
ス
ペ
ル
無
料
体
験
レ
ッ
ス
ン

■時 
5
月
　
日
臥
・
午
前
　
時
～
正
午
。

24

10

医
師
に
よ
る

　
　
　「
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
」

　
精
神
的
な
悩
み
な
ど
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
相
談
内
容
に
つ
い

て
は
、
秘
密
厳
守
し
ま
す
。

■時 
6
月
5
日
牙
・
午
後
2
時
～
4
時
。

■場 
市
役
所
1
階
相
談
室
（
大
森
）。

■申 
事
前
に
左
記
ま
で
。

■問 
障
が
い
福
祉
課
障
が
い
福
祉
支
援

班
（
緯
内
線
2
6
8
）。

心
の
整
理
術

　
市
で
は
、
発
達
障
が
い
や
精
神
障

が
い
を
持
つ
人
の
家
族
を
対
象
に

ソ
ー
シ
ャ
ル
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
含

福
祉

ス
ポ
ー
ツ

議
会

そ
の
ほ
か

　
　市では、集合住宅に業務用の大型生ごみ処理機を設置して、
居住者の人に共同で利用していただく「大型生ごみ処理機実
証実験」を4月1日から開始しました。
　実証実験は、小倉台の「千葉ニュータウントリアス管理組
合」の協力の下、敷地内のごみ集積所に生ごみ処理機を設置
して、家庭から排出される生ごみの減量・資源化を図りなが
ら、その減量効果などを検証し、今後の事業展開を検討して
いくものです。
　利用が開始され1週間目の4月8日、利用者からは「魚などの生ごみは、臭いが気になること
があったが、これなら毎日いつでも出せるので助かる。」、「『燃やすごみ』も今まで週2回出してい
たのが1回で済んだ」との声も聞かれ、利便性を実感されていました。
処理残差物の引き取り先を探しています
　投入された生ごみは、一次発酵し、処理残差物（一次生成物）として機器から排出されます。こ
の処理残差物は、土と混ぜるなどして二次発酵させることで、堆肥と同様の効果のあるものができ
ます。処理残差物は、毎週1回15kg程度が排出されるため、市ではこのすべてを引き取っていた
だける農家の人などを探しています。ご希望の人は下記まで。
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線３８２）。

葛設置された生ゴミ処理機
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解
や
文
法
な
ど
、
同
時
に
学
ん

で
い
き
ま
し
た
が
、
外
国
人
に

よ
る
授
業
は
ほ
ぼ
実
施
さ
れ
て

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
全
て
英
語

で
の
授
業
の
展
開
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
が
、
児
童
を
観
察
し

て
い
る
と
か
な
り
理
解
し
て
い

る
様
子
が
伺
え
感
心
し
ま
し
た
。

　
キ
ッ
チ
ー
先
生
に
伺
う
と

「
と
に
か
く
、
楽
し
く
授
業
を

展
開
し
目
と
耳
を
な
ら
す
こ
と

に
重
点
を
お
い
て
い
る
」
と
の

こ
と
。
日
本
で
の
英
語
教
育
で

は
中
学
か
ら
大
学
ま
で
に
最
長

で
　
年
間
勉
強
す
る
こ
と
に
な

10
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
は
社
会

に
出
て
英
語
で
自
己
表
現
が
で

き
る
人
が
少
な
い
の
も
事
実
で

す
。　
そ
こ
で
低
学
年
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
た
主
な
目
的
は
、
社

会
に
お
い
て
子
ど
も
た
ち
が
い

か
に
外
国
人
と
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
で
き
る
よ
う
に
な
る
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
現
在
、
企

業
で
は
管
理
職
を
対
象
に
英
語

の
資
格
取
得
を
求
め
た
り
、
会

生
　
人
の
ク
ラ
ス
。
キ
ッ
チ
ー
先

21
生
は
大
変
元
気
が
良
く
、
大
き
な

声
で
児
童
を
ぐ
い
ぐ
い
引
っ
張
っ

て
い
ま
し
た
。
同
校
児
童
へ
の
印

象
を
伺
う
と
「
明
る
く
、
礼
儀
正

し
い
」
と
絶
賛
。
授
業
は
日
常
の

挨
拶
か
ら
始
ま
り
絵
や
C
D
を
使

用
し
た
数
の
勉
強
で
す
。
基
礎
と

い
う
こ
と
で
、
ま
ず
は
英
語
に
な

れ
親
し
む
こ
と
が
目
標
で
す
。
授

業
は
週
1
回
　
分
間
。
終
始
英
語

45

で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
児
童
も

積
極
的
に
会
話
の
や
り
と
り
を
し

て
い
ま
し
た
。
以
前
の
英
語
教
育

は
中
学
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
文
章
読

「
き
く
」「
は
な
す
」
で
英
語
力
向
上

　
　
　
　
　
　
　
キ
ッ
チ
ー
先
生
の
授
業

広報レポーター： 清水　武彦 （小林）
しみず　たけひこ

滑
動
物
園
で
の
出
来
事
を
英
語

で
表
現
し
て
い
ま
し
た
。

　
み
ん
な
と
っ
て
も
上
手
に
発

音
で
き
て
い
ま
し
た
。

わ
が
来
る
を
待
て
る
が
ご
と
く
万
葉
の
苑
の
か
た
く
り
二
つ
咲
き
ゐ
き

　
大
　
森
　
　
　
石
塚
　
　
浩

電
車
に
て
席
を
譲
ら
れ
有
難
く
申
し
訳
な
く
小
さ
く
座
る

高
　
花
　
　
　
田
中
　
兵
作

木
々
を
吹
く
風
寒
け
れ
ど
広
場
に
て
つ
ど
ふ
親
子
の
声
は
じ
け
る

木
　
下
　
　
　
服
部
　
富
枝

借
景
に
残
雪
の
深
き
遠
山
奥
飛
騨
ま
さ
に
桃
源
郷
な
り

原
　
　
　
　
野
村
　
と
く

た
づ
ね
来
し
吉
高
桜
の
凛
と
し
て
う
す
紅
に
心
癒
さ
る

　
小
林
浅
間
　
　
前
田
千
代
子

一
病
を
養
ひ
今
年
の
花
に
会
ふ
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
花
　
　
　
藤
嵜
の
り
子

蜥
蜴
の
子
そ
こ
を
通
し
て
く
り
ゃ
さ
ん
せ

大
　
塚
　
　
　
廣
島
　
直
之

空
澄
み
て
墓
地
の
桜
の
眩
し
け
れ
　
　
　
小
倉
台
　
　
　
山
田
　
　
明

咲
き
切
っ
て
風
と
な
り
た
る
桜
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
美
　
瀬
　
　
　
中
西
　
峯
子

代
掻
い
て
見
渡
す
か
ぎ
り
星
降
ら
す
　
　
　
　

　
　
大
　
森
　
　
　
中
澤
　
と
し

　
今
や
国
際
語
と
な
っ
て
い
る
英

語
教
育
に
変
化
が
現
れ
た
の
が
、

全
国
規
模
で
小
学
校
高
学
年
を
対

象
に
英
語
の
授
業
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
で
す
。
印
西
市
で
も
す
べ
て

の
学
校
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今

回
は
そ
の
一
つ
で
あ
る
平
賀
小
学

校
（
全
児
童
数
1
2
2
人
）
で
の

英
語
の
授
業
を
参
観
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
先
生
は
キ
ッ

チ
ー
・
ス
ガ
イ
さ
ん
で
フ
ィ
リ
ピ

ン
よ
り
　
年
前
に
来
日
し
た
Ａ
Ｌ

18

Ｔ
（
外
国
人
講
師
）
で
す
。　
印

西
市
の
印
象
を
伺
う
と
「
大
変
環

境
が
良
く
住
み
や
す
い
」
と
ス
マ

イ
ル
。
当
日
尋
ね
た
教
室
は
6
年

掲載情報は４月２５日現在
■問 クリーン推進課クリーン推進班（緯内線38３）

俳
句

田
口
　
三
石
選

〈短歌・俳句をお寄せください〉
　一人一首または一句で未発表のもの。毎月２０日締め切り（必
着）です。投稿は、住所・氏名（ふりがな）・電話番号を明記の
上、秘書広報課広報広聴班まで。

短
歌

加
藤
惠
美
子
選

※詳しくは市ホームページをご覧ください

毎月5日は「ノーレジ袋デー」です。お買い
物にはマイバッグを持参しましょう。

　
印
旛
日
本
医
大
駅
（
若
萩
）
は

平
成
　
年
7
月
　
日
に
北
総
鉄
道

12

22

の
　
番
目
の
駅
と
し
て
開
業
。
現

14
在
は
京
成
電
鉄
の
成
田
ス
カ
イ
ア

ク
セ
ス
線
も
乗
り
入
れ
、
北
総

線
の
最
終
駅
と
な
っ
て
い
ま
す
。

駅
名
に
は
不
破
内
   親
王

       

の
別
名

ふ
わ
な
い
し
ん
の
う

で
あ
る
「
松
虫
姫
」
の
副
駅
名

が
付
与
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成

　
年
に
は
日
本
の
鉄
道
駅
と
し

12て
珍
し
く
駅
舎
に
展
望
台
が
あ

る
こ
と
か
ら
、「
関
東
の
駅
百

選
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
独
特

な
外
観
は
、
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
の
コ
ン
セ
プ
ト
「
 R
U
R
B
 

ラ
ー
バ
ン

A
N
」
に
相
応
し
い
森
の
中
に

佇
む
駅
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
駅
周

辺
の
森
に
は
「
森
に
流
れ
る
自

然
の
刻
」
と
駅
の
存
在
に
よ
り

導
か
れ
た
「
時
間
と
い
う
概
念

の
新
た
な
時
」
の
二
つ
の
空
間

と
し
て
位
置
づ
け
る
も
の
と
し

て
、
時
計
台
（
森
、
時
、
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
）、
ド
ー
ム
（
森
、
自

然
の
流
れ
、
集
い
の
開
放
空

間
）、
大
屋
根
（
大
地
、
丘
、
民

家
の
暖
か
さ
）
な
ど
を
意
図
し

て
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
自
然
素
材
を
使
う
こ
と
で
周

辺
の
自
然
環
境
に
馴
染
み
、
利

用
者
の
印
象
に
残
る
と
共
に
、

住
民
な
ど
に
は
誇
り
に
思
え
る

デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
て
設
計
さ

れ
ま
し
た
。
利
用
者
数
は
現
在
、

一
日
平
均
3
街
9
0
0
人
と

な
っ
て
い
ま
す
。
ア
ク
セ
ス
特

急
を
利
用
す
る
と
日
本
橋
ま
で

約
　
分
で
行
け
る
こ
と
か
ら
、

45
都
心
へ
の
通
勤
な
ど
に
と
て
も

便
利
な
駅
で
す
。
駅
舎
は
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
さ
れ
、
車
い
す
で

も
改
札
口
か
ら
車
内
ま
で
安
心

し
て
移
動
で
き
ま
す
。
駅
員
さ

議
を
英
語
で
実
践
し
て
い
る
所
が

あ
り
ま
す
。
一
方
、
あ
ま
り
に
英

語
教
育
に
集
中
す
る
こ
と
に
よ
る

弊
害
も
あ
り
、
英
語
は
話
す
こ
と

が
で
き
る
が
自
国
の
文
化
・
歴
史

な
ど
に
関
す
る
知
識
不
足
に
よ
り
、

そ
の
表
現
に
苦
労
し
て
い
る
現
実

も
見
え
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
英
語
教
育
と
同
時
に
日
本
語

で
し
っ
か
り
と
し
た
思
考
の
確
立

も
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
日

行
わ
れ
て
い
る
授
業
は
ネ
イ
テ
ィ

ブ
な
英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

る
と
同
時
に
教
師
の
出
身
地
の
文

化
や
生
活
に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
、

児
童
の
視
野
を
広
げ
る
面
で
も
大

変
良
い
機
会
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
今
後
も
低
学
年
か
ら
外
国
と
の

交
流
を
も
つ
機
会
が
よ
り
増
え
、

市
内
か
ら
多
く
の
国
際
人
が
社
会

に
送
り
出
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し

ま
す
。

ん
の
多
く
は
サ
ー
ビ
ス
介
助
士
2

級
と
い
う
資
格
を
所
持
し
て
お
り
、

車
い
す
で
乗
車
す
る
時
は
駅
員
さ

ん
が
乗
車
ま
で
付
き
添
っ
て
い
ま

す
。
駅
員
さ
ん
は
5
人
お
り
、
2

人
体
制
で
　
時
間
勤
務
。
成
田
空

24

港
に
近
く
、
駅
看
板
な
ど
は
4
カ

国
語
表
記
で
対
応
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
同
駅
の
瀧
田
助
役
は
「
お
客
様

に
良
い
印
象
を
持
っ
て
も
ら
え
る

駅
に
し
た
い
。
挨
拶
や
声
か
け
を

積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
安
全
面

や
非
常
時
の
早
急
な
対
応
が
確
実

に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。」

と
駅
の
魅
力
を
語
り
ま
し
た
。
今

回
の
取
材
で
駅
員
さ
ん
の
仕
事
の

大
変
さ
や
責
任
感
、
お
客
様
に
対

す
る
思
い
や
り
が
学
べ
ま
し
た
。

展
望
台
の
真
下
に
あ
る
休
憩
ス

ペ
ー
ス
は
心
が
和
む
わ
た
し
の
お

す
す
め
の
場
所
で
す
。

■問 
印
旛
日
本
医
大
駅
。（
緯
○98 
0

5
8
7
）。

広報レポーター：
 泉　夏樹 （木下東）
いずみ　なつき

印旛日本医大駅
（松虫姫）

「関東の駅百選」に選ばれた印旛日本医大駅の外「関東の駅百選」に選ばれた印旛日本医大駅の外観観

▲心和む展望台下の休憩スペー▲心和む展望台下の休憩スペースス

▲キッチー・スガイ先生

怯ゆずります情報（有料の物は希望価格）

怯さがしています情報

①千葉商科大学附属高校制服②パンツプレス③船穂中学校女子ジャージー色④
犬の洋服⑤シングルベット⑥プリンタ用インクカートリッジ⑦プリンタ用詰替
インク⑧印西しおん幼稚園（スタジアムジャンパー、うわばき入れ、制服、帽子）
⑨一輪車⑩学生服（男子）⑩東京学館男性夏用Yシャツ⑪本棚⑫ソファーベッド

①補聴器②ロックミシン③はなぶさ（英）幼稚園の制服及び体操着④印旛中女子制服
⑤天神幼稚園男児制服、体操服

平成２６年（２０１４）５月１５日号（４）
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